
前号までのあらすじ h 「ネットサーフィン」にはまってしまった箱根夫妻。電話代とアクセス料金でNTTと

ASAHIネットに5万円も払うことになってしまいましたが、部長の前でインターネットを実演することができてた

まみは一安心です。しかし、インターネットをひそかに勉強していたらしい部長は、全部のコンピュータがいちい

ち電話をかけるなんて変だと言い出しました。スルドイ！

主人公・箱根たまみ
1965年4月生まれ。化粧品会社企画部勤
務。ワープロ（書院）所有。パソコンも
ロータスくらいは使える（入力程度）。パ
ソコン通信未経験。部長からインターネ
ットを勉強しろとせっつかれている。

たまみの夫・箱根くに丸
1964年4月生まれ。食品メーカー物流部
門勤務。98からマックに乗り換えた口。
ASAHIネットの古参会員でパソコン通信
歴は長いが、インターネットはブームで終
わると思うと始める気がしない。

第5回 電子メールってどうやって送るの？

Illustration : Sachiko Hiruma
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インターネットには
2種類のつなぎ方があります

部長！わかりました」「箱根君、報告には主語をつけてほしいなぁ。なにがわ

かったんだね？」

朝、イサム部長の机にアツアツのコーヒーの入ったマグカップを持って行って、昨晩

くんちゃんやイシザカさんに教わったことを部長に知らせようと思ったら、いきなり

注意されてしまいました。部長こそふだん主語抜きでわけのわからない命令ばっかし

てるくせに……。

「いまのうちの部署のインターネットは、“ダイアルアップ”というのだそうです」「ふ

む。マックにいちいち電話をかけさせるやり方をそう呼ぶわけだ」「はい。それに対

していちいち電話をかけないですむつなぎ方は、“専用線を引く”と言うのだそうで

す。それだと1年365日24時間、ずぅ～っとつながったままです」「ほう。そういう

つなぎ方があるのか…。しかし、なんでずぅ～っとつないでおく必要があるのかな？」

もう！いちいち電話をかけてつなぐのはおかしいんじゃないかって言ったのはイサム

部長のくせに！ でも、私はめげずに昨晩イシザカさんから聞いた話をしました。

自社でホームページを開いて通信販売サービスを提供する場合、利用者が24

時間こちらのコンピュータにアクセスできるように、コンピュータをインター

ネットにつないだままにしておく必要があります。ですから、インターネットで通信

販売をしている会社は“専用線を引いている“と思われます」「そうか、通信販売

をするには専用線が必要なのか」「ええ、それからこの専用線の場合、電子メー

ルがすごいんです」くんちゃんの同僚のイシザカさんは、インターネットを主に

電子メールの受け渡しのために使っています。そして自分宛の電子メールが届

くと、なんと！専用線を引いているイシザカさんのパソコンは、“ぴぽ～ぽ！”

と音を鳴らして、「新しいメールが届いています」という表示を出すというこ

とでした。くんちゃんが電子メールを送ってからあっという間に返事の電話が

きたのは、そういうしくみがあったからだったのです。「電子メールか。じゃ

あ、いまわれわれは電子メールは送れないということかね？」「いや、

そうじゃないんです。送ることも、受けることもできます」「じゃあ、い

いじゃないか」「･･･」

インターネットはスーパ

ーやコンビニの“御近所感覚”

からすると、相当にスケールが

でかいから、勢い大商圏型つま

り低頻度型の商品ばかり考え

ている会社が多いよね。でも、

それって、それだけくだらない

商品を売るってことだ。僕はた

とえば、夜寝る前にちょっとパ

ソコンの画面を見て、「明朝の

牛乳」って項目にチェックマー

クを入れると、朝牛乳が届くっ

ていうような商売を考えるべき

だと思うんだけどなぁ。
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わが家のインターネット奮闘記

話してもわからなさそうなので、私は電子メールの使い方を部長の前で実

演することにしました。この辺りも昨晩勉強したからばっちりです。

「えー、まずパソコン通信でASAHIネットにアクセスして、【11.電子メール】を

選びます。電子メールを送るなら【1.書く】、受け取るなら【2.読む】を選んで

…。これはインターネットじゃなくてパソコン通信ですが、ASAHIネット

の会員以外のインターネット利用者にも電子メールは送れます」

「ふむふむ」「ただし、いつ届いたかはわからないので、ときどきそれ

を確認するためにアクセスしてみる必要があります」「ははぁ。われわ

れが私書箱を見にいくようなものか」「そうですね」「ConfigPPPは使

わなくてもつながるのかね?」「は、はい」「ConfigPPPじゃなくても電話

かけさせることができるのだね?」「はい、インターネットじゃなくてパソ

コン通信ですから」うーん、なんか違う?
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部長、電子メールは
こうやって送るんですよ

電子メールって、いろいろうるさい作法

があるんだよね。おそらく、初めて電子メール

を発信した人なら誰でも最初に注意されるのが

「1行を長々と書いてはだめ」ってことだろうな。

適当に改行マークを入れて無理やり折り返さな

いと、すごく頭悪そうな手紙になっちゃう。あ

と面喰らうのが :-）という類の謎の記号。コ

ンピュータ使いにしかわからない難しい記号な

のかなぁと、半年くらい思い込んでた記憶があ

る（^_^;

=== ＡＳＡＨＩ
ネット トップメニュー

1. ウエルカム・
コーナー

2. 問い合わせ／
申し込み

3. お知らせ／ご
案内

4. 自己紹介／設
定変更

5. 文芸／電脳作
家倶楽部

6. 句会ネット

7. インターネッ
ト接続

8. 会議室／掲示
板

9. 《会議／掲示
板ルーチンコー

ス》 10. メッセージの
一括表示

11. 電子メール
12. ファクス配信

13. ニュース
14. データベース

15. チャット
16. ショッピング

99. 終了
番号> 11

=== 電子メール
（受信簿: 未読 0

／総数 0）

1. 書く 2【読む】 3. 削除
4. 送信簿 5. 名簿 6. 他 0. トップメニュ

ー

番号> 1

*** ＩＤまたはア
ドレス帳名をど

うぞ。複数指定
の場合、空白で

区切ってくださ
い。

*** 改行のみで氏
名からＩＤを検

索できます。

宛先: ishizaka@
abc.co.jp

確認: ishizaka@
abc.co.jp

*** 標題を入力し
てください。

標題: こんにちわ

*** 本文を入力し
てください。

*** 終わったら、
改行、半角ピリ

オド「.」、改行の
順に入力します

。

---
たちばな化粧品

企画部の箱根た
まみです。

ご依頼いただき
ました、先日の

記者発表の

資料をお送りし
ます。

なああーんちゃ
って、今、電子

メールを試して
います。

うまく送れてい
るでしょうか。

箱根たまみ

.
*** 本文は 10 行

です。

=== 送信／確認
メニュー（メー

ル投函）

1. 送信 2. 内容確認 3. 修正 4. 中止 5. 標題変更 6. 署名 7. その他

番号> 1
*** 送信します。

*** 完了しました
。

図
1

パソコン通信でASAHIネットからインターネットへ
メールを送る

ASAHIネットのパソコン通信で電子メールを送

るときは、ASAHIネット会員のIDを書く調子でそのま

んま“xxxxxx@impress. co.jp”と宛先を書けばいい

から、なにも面倒なことはないよね。ニフティからの場

合は、“INET:”と打ってからアドレスを書く。だいたい

どこのパソコン通信ネットも、この2つのどっちかの方法

でインターネットメールが出せるみたいだね。でも、イサ

ム部長みたいに、自分の入ってるパソコン通信ネットか

らインターネットメールを出せることや、いつの間にか自

分がインターネットのメールアドレスを持ってしまってい

るってことも知らない人って多いだろうなぁ。
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日曜日。一升瓶をぶらさげてイシザカさんがやってきました。くんちゃんが

毎日インターネットのことでイシザカさんに質問の電話をかけるので、「め

んどくさいから今度説明に行くよ！」ということになったんだそうです。「難しい

話はとっとと終わらせて飲もうぜ。八海山もってきたよ」「これはこれは。ま

ま、お茶でも」イシザカさんはくんちゃんと長いつき合いなので、うちのCen-

tris650を懐かしそうに眺めてからコーヒーをすすりました。

たまみさんのところのイサム部長、なかなかいいカンしてるよ。パソコン通

信での電子メール利用は、まさに私書箱なんだ。黙って待っていても配

達してくれないから、こっちから取りにいかないといけない。取りにいかないと読

まれないメールが私書箱にどんどんたまっていく」「で、イシザカのパソコンの場

合、電子メールが届くと音が鳴るんだろ」「うん、手元に届いちゃうの、ファイ

ルが。インターネットに専用線でつながっていれば、郵便局に24時間いるような

もんだからね。実際は1分おきとか10分おきとか、届いたファイルを確認する時

間を決めておかないといけないんだけどね」「えー！ じゃあソフトは？ パソコン

通信ソフトとか使わないの？」「箱根先生、しっかりしてくれよ。インターネッ

トになんでパソコン通信ソフトが必要になっちゃうわけ？」「だって、う

ちはパソコン通信ソフトを使ってASAHIネットにつないで、それでメールを読ん

だり書いたりするんだよ」そうです。昨日私がイサム部長に説明した方法がそれ

です。その他にどんな方法があるというのでしょう？「パソコン通信ソフトじゃ

なくてね、ConfigPPPでダイアルアップしてるときに使える電子メール用のソフ

トがあるんだ。それを使えば、ホームページを表示させながら、電子メールを書

いたり読んだりできるよ」

イシザカには悪いんだけれど、僕

はコンピュータばっかいじってるやつって

のは、およそ食い物や飲み物に対して理

解がないというような偏見があったのです。

だから、やつが酒通をもって自認している

というのは意外なことだった。んで、多少

認識も改めることにしました。でもどうも、

味よりは名前とそれに付随するデータをデ

ジタルに理解しているだけのような気もま

だしている。あ、八海山は僕も好きです、

はい。
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イシザカさん、電子メールを
送る方法っていろいろあるの?

便利！専
用線 

ASAHIネット 郵便局 

インターネット 

パソコン通信または
ConfigPPPでつなぐ 

箱根家の
場合 

ダイアル
アップ 

ときどき取りに行か
ないといけない。 
送るときはポストま
で出しに行かないと
いけない。 

24時間届けてくれる 

送りたいときは 
持って行ってくれる 

図
2電子メールを使う方法

お恥ずかしい。この連載の第

1回のときも、パソコン通信ソフトで

ダイアルアップしておいてネットスケ

ープを立ち上げて「できないー」と騒

いでいたのだった。わが家の環境でイ

ンターネットに接続するには、あくま

でもMacTCPとConfigPPPを使って

パソコン自体の機能としてつなげなく

ちゃいけないんでした。インターネッ

トとパソコン通信は違うものだってこ

とをちゃんと理解しなくちゃだめなん

だね。
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わが家のインターネット奮闘記

ユードラ（Eudora）っていうソフトを使ってるんだ。Con-

figPPPでインターネットにつなげてからネットスケープを立

ち上げるように、ユードラを立ち上げて、電子メールを受けたり

送ったりする」「そういうソフトがあるんだ～」「名前が洒落て

るんだよ、これ。『僕が郵便局に住んでいるわけ』っていう小

説があるんだけど、その作家の名前がEudoraなんだって。

いかにも私書箱を使わないですみそうだろう」「そうか。そ

ういうソフトを買ってこないとインターネットのメールの受け

渡しはできないんだ」

「Eudoraはもともとフリーソフトだから、今度フリーソフト

版を持ってきてやるよ。でもね、知らなかったかなぁ、ネッ

トスケープでもメールの送受はできるんだよ」「え！」「ウィ

ンドウの右下に封筒のアイコンがあるから、そいつを押してみ

ればわかるよ」

そこまで話したところで、その夜は宴会になってしま

いました。イシザカさんにネットスケープを使った電子

メールの利用法を聞きたかったのですが、イシザカさんはすぐにご機

嫌になって、くんちゃんといっしょに会社の悪口をた～くさん言って、大き

な声で笑いながら、そのまま帰ってしまいました。

私は“ネットスケープのウィンドウの右下に封筒のアイコン”なんかあったかし

ら？と気になってしようがなかったので、くんちゃんといっしょにイシザカさんを

見送って、後片付けをすませた後、さっそくネットスケープを立ち上げてみまし

た。「本当だー！ あったよ、くんちゃん！」「え？ どれどれ！」

「ほら、封筒の裏側の絵がついてる」

「なるほど。それを押すとメールの受け渡しのメニューになるのかな」

「押してみるね」カチッ！

「なんだなんだ？“POP3 host”が“specify”されてませんて書いてあるな」

「それって、さっきイシザカさんが言ってた郵便局機能のことじゃない？」
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こんふぃぐピーピーピーで
電話をかけてもよかったのね

図
3

図
4

例のチェックマークを入

れた日だけ日配品が届く

ような商売は僕とイシザカが考え

た話で、実は一度2人でちゃんと

レポート作って会議で提案したこ

とがあるんだ。だけどうちの部長

連はまったく理解してくれなかっ

た。で、イシザカはメディア室で

いまなにをやらされているかとい

うと、1粒の大きさが赤ん坊の頭

ほどもあるアフリカ産の枝豆で作

った気味の悪い健康食品を売り

込むためのホームページ作りだそ

うだ。こういうのを大商圏型のく

だらない商品って言うんだよなぁ。
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夫「そうか、どの郵便局を使うのか決めてからにしろってことだな」

妻「たぶん」

夫「そういう設定はきっとこの“option”でやるんだ」

妻「あ、メニューバーの“option”の下にあったよ、“Mail and News Preferences

ノ”って」（図5）

夫「どれどれ。“POPサーバ－”ってぐらいだから、まず“server”の設定だろうな。

あった“Outgoing Mail（SMTP）server”と“Incoming Mail（POP）server”」

（図6）

妻「なにを書き込んでおけばいいのかしら？」

夫「マニュアルによると、サーバーの名前は“po.asahi-net.or.jp”でいいんだって。

asahi-net.or.jpのpostの役割をするコンピ

ュータってことだな」

妻「じゃあ、“POP user ID”は、私のasahi-

netのID ね」

夫「おそらく。よし、試しにメールを打ってみよ

う」

妻「じゃあ、封筒のアイコンをクリックしてみる

よ…。あ、パスワードを聞いてきた」（図7）

ネットスケープの画面からメールを
送るにはどうすればいいんだろう？

図
6

図
5

夫「ふぅん。ASAHIネットのサーバーにはもう

Config PPP でつながってるのに、またパス

ワードを聞いてくるってのは、なんか不思議

だね」

妻「……あ、なんか届いてるみたい」

（ドキ！）

夫「えー、なんだろう、これー」（図8）

（ドキキ！）

妻「なになに……。『これはPOP3 テスト用メー

ルです……』」

夫「え？」

妻「『あなたがこのメールを正常にダウンロ－ド

できたのであれば、ASAHIネットにパソコン

通信でログインして、次の操作をしてくださ

い』だって」

図
7 Subject: 

POP3 TEST MESSAGE - PLEASE READ! Date: 
28 Sep 1995 00:00:00 JST From: 
AP-NET@asahi-net.or.jp

--- IMPORTANT --- 重要 --- IMPORTANT --- 重要 ---
これは POP3 テスト用メールです。よくお読みください。
This is a message to test your POP3 client software.  Please read carefully.

--- IMPORTANT --- 重要 --- IMPORTANT --- 重要 ------ JAPANESE --- 日本語 ---あなたがこのメールを正常にダウンロ－ドできたのであれば、ASAHIネットにパソコ

ン通信で(またはtelnetで)ログインして、次の操作をしてください。1. インタ－ネット接続 を選ぶ2. ダイアルアップIP接続の申し込み を選ぶ3. POP3接続に関する留意事項　を読む4. POP3 利用設定 を選ぶ5. 受信メールを転送する を選ぶ
再び POP3 でアクセスすると、ASAHIネットで受信したメールを読むことができるよ

うになります。

* このメールの一部または全部が文字化けしている場合、お使いのソフトウエアに

問題がある（たとえば日本語が使えない）か、設定が間違っている可能性があり

ます。問題なく読めるようになるまでは、決して「POP3 を正式に利用する」を

選ばないでください。誤った設定のソフトウエアでメールを読んでしまった場合、

該当するメールは永久に読めなくなります。回復する手段はありませんのでご注

意ください。

◎アクセスポイント一覧PPP接続にはＤラインをご利用ください。高品質で快適な通信を付加料金なしで

お楽しみいただけます。28,800bps(V.34/V.FC)まで対応しています。
Ｄラインの電話番号は、次のとおりです。札幌　　　　　　011-750-5060 仙台（１） 022-216-4461

仙台（２） 022-216-5661   つくば・土浦　 0298-50-3061
宇都宮　　　　　028-651-2661 川越　　　　　　0492-79-1155
浦和・大宮 048-811-1383      所沢　　　　　　0429-51-1300
越谷　　　　　　0489-48-1250 千葉　　　　　　043-212-8026
市川・松戸（１）0473-90-7207 市川・松戸（２）0473-90-7071
東京（１） 03-5203-8800 東京（２） 03-5645-7654
八王子　　　　　0426-70-7400 立川（１） 0425-39-736

図
8

optionからMail and News Preferences
ノを選ぶ

電子メールの送受信にASAHIネットを使うように
Serverを設定
（asahiネットの場合、po.asahi-net.or.jp）
（同じ）
（ユーザーの名前=ID）
（受信メールを保存する場所）
（ここで何分おきにメールを読むか設定しておけば、
つながっている間はメールが届くと知らせくれる）

メール用のサーバーを使うためにASAHIネットがパスワードを聞
いてくる

ネットスケープで電子メールを使おうとしたら
ASAHIネットから説明書が届いた
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わが家のインターネット奮闘記

一、パソコン通信でももちろん電子メールは使えるが、私
書箱を使っているようで不便である。

一、専用線を引くと、24時間“郵便局に住んでいる”よう
に便利になる。

一、電子メールのソフトはいろいろある。たとえばユードラ
というのがあるらしい。

一、ネットスケープでも電子メールを送ったり受けたりする
ことができる。

一、ただし、そのためには、自分が使う郵便局（うちの場
合はASAHIネット）をネットスケープにわからせてお
く必要がある。

一、その作業はとても面倒なので、電子メールだけならパ
ソコン通信でもいいや、とも思ったが、ホームページ
を見ている間にも電子メールを送りたくなるので、や
っぱり使えるようにしておいたほうがいい。
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夫「どれどれ（おかしいなぁ。さっきこっそりたま

みちゃん宛のメールを送っておいたのに）。へぇ。

どうもPOPサーバーというものと、パソコン通

信のASAHIネットの電子メールサーバーっても

のは別なものとして働いているみたいだね」

妻「どうして？」

夫「だって、このメール、ASAHIネットのコンピ

ュータが送ってきたものらしいけれど、“POPサ

ーバーを使う登録をしたらASAHIネットのあな

たのID宛に来たメールをPOPサーバーを経由し

てインターネットでお渡しします”って意味み

たいだよ」

妻「へええ（全然意味わかんないや）。受け取るの

はいいから送ってみようよ」

夫「（げげっ！結局俺の送ったメールは読んでもら

えないんだ）送るって、どこへ」

妻「へへー。いいところ見つけてあるんだ」（図9）

夫「三島食品？　ふりかけの会社だね（うーむ。

たまみちゃん、僕の会社も食品会社だってこと

わかってるのかなぁ）」

妻「ここのね、ほら、これですよ、これ。このあさ

りごはんがおいしそうなの」

夫「へぇ。これ注文しようってわけ？」

妻「注文はもう終わったの。注文画面からあさり

ごはんを選んで送信するだけだから簡単よ」

夫「そうなの!?（たまみちゃん、いつの間に）」

妻「でも発送先を実家に変更したいの」

夫「じゃあ最初の画面のメールをお寄せくださいっ

て書いてあるところ（図10）をクリックすれば

メールが送れるはずだ、あ、まただめだ」（図11）

妻「あいでんていてぃーだって」

夫「また本名を書くのか、面倒だね」（図12）

図
11

図
10

図
12

Mail and News Preferencesのidentityを入力

トップ画面の一番下によく
あるメールの宛先。クリッ
クするとメール送信画面に

またエラーメッセージ

図
9 三島食品のページ
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